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ＡＭＤＡ･菅波代表が講演

県
立
大
「
災
害
セ
ミ
ナ
ー
」

国際医療支援での信頼関係について語る菅波代表

　　　　　　　　　　一北区の岡山国際交流センターで

　
国
際
医
療
救
援
団
体

　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
」
　
（
本
部
・

北
区
）
の
協
力
に
よ
る
県

立
大
の
公
開
講
座
「
災
害

セ
ミ
ナ
上
が
2
5
日
、
北

区
奉
還
町
２
の
岡
山
国
際

交
流
セ
ン
タ
ー
で
あ
り
、

菅
波
茂
・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル

ー
プ
代
表
が
今
年
１
月
に

発
生
し
た
ハ
イ
チ
大
地
震

救
援
活
動
な
ど
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
た
。

　
講
座
は
同
大
大
学
院
保

健
福
祉
学
研
究
科
の
授
業

　
「
災
害
医
療
援
助
特
論
」

の
一
環
。
公
開
講
座
は
毎

年
―
回
こ
の
時
期
に
開
か

れ
、
７
回
回
を
迎
え
た
今

年
は
約
8
0
入
が
参
加
し

た
。
　
荒
波
代
表
は
１
月
の
ハ

イ
チ
大
地
震
な
ど
を
例
に

援
助
を
受
け
る
被
災
者
の

気
持
ち
に
つ
い
て
話
し

た
。
荒
波
代
表
は
「
助
け

ら
れ
る
側
は
『
な
ぜ
助
け

る
の
か
』
と
疑
問
を
持
っ

て
い
る
。
後
で
高
額
な
請

求
を
さ
れ
る
場
合
も
あ

り
、
説
明
の
な
い
親
切
は

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
」
と

指
摘
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
相
互

扶
助
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動

し
て
い
る
が
「
困
っ
た
時

は
お
互
い
様
」
と
い
う
考

え
方
は
国
際
社
会
で
は
一

般
的
で
な
い
と
い
う
。

実
例
と
し
て
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
対
日
賠
償

請
求
の
放
棄
な
ど
歴
史
的

経
緯
を
支
援
理
由
の
一
つ

と
し
て
説
明
し
、
相
互
扶
一

助
を
理
解
し
て
も
ら
っ
た

こ
と
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

ハ
イ
チ
の
子
供
と
サ
ッ
カ

ー
で
交
流
し
た
こ
と
を
挙

げ
「
決
し
て
見
放
さ
れ
て

い
な
い
、
と
伝
え
る
こ
と

が
一
番
重
要
」
と
強
調
し

た
。

　
同
研
究
科
１
年
の
田
中

小
百
合
さ
ん
（
2
3
）
は
「
感

謝
の
気
持
ち
を
自
分
か
ら

伝
え
、
人
の
信
頼
を
得
ら

れ
る
一
人
前
の
人
間
に
な

り
た
い
と
思
っ
た
」
と
話

し
た
。
　
【
石
川
勝
義
】
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